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嘉

島

町

か

し
ま

ま
ち

（役 場）

一 
 

概 

況

 
 

熊
本
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
、
人
口
八
、
六
七
六
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）、
面
積
約
一

七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
で
あ
る
。
東
は
御
船
町
及
び
益
城
町
に
、
北
、
西
及
び
南
は
熊
本

市
に
、
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
し
て
い
る
。
東
西
に
細
長
く
、
南
北
に
幅
狭
い
町
で
、
東
部
の
丘
陵
地

帯
の
一
部
を
除
き
、
そ
の
大
部
分
は
平
坦
な
水
田
地
帯
で
あ
る
。
御
船
町
か
ら
流
れ
る
矢
形
川

が
町
を
横
切
っ
た
後
、
加
勢
川
に
合
流
し
、
町
北
西
部
を
熊
本
市
と
境
し
て
い
る
。
南
部
は
御

船
川
が
御
船
町
と
境
し
て
緑
川
に
合
流
し
、
緑
川
は
熊
本
市
と
境
し
て
東
か
ら
西
へ
流
れ
て
い

る
。
ま
た
、
清
冽
な
清
水
を
た
た
え
る
浮
島
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
湧
水
が
点

在
す
る
、
一
大
湧
水
群
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
六
嘉
湧
水
群
・
浮
島
は
環
境
省
の
「
平
成
の

名
水
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

 
 

産
業
と
し
て
は
、
町
の
大
部
分
を
占
め
る
水
田
地
帯
で
は
米
作
を
主
体
に
、
麦
を
裏
作
と
し

て
い
る
ほ
か
、
県
内
最
大
規
模
の
栽
培
面
積
を
誇
る
大
豆
や
、
施
設
園
芸
、
養
殖
業
も
盛
ん
で

あ
る
。
商
工
業
面
で
は
、
東
部
に
熊
本
南
工
業
団
地
や
卸
売
団
地
で
あ
る
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
が
あ

る
ほ
か
、
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
な
ど
の
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。
ま
た
近
時
、
緑
川
沿

い
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
進
出
す
る
な
ど
、
第
三
次
産
業
の
伸
び
も
著
し
く
、
町
の

人
口
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

 
 

交
通
面
で
は
、
西
部
の
国
道
四
四
五
号
及
び
二
六
六
号
（
浜
線
バ
イ
パ
ス
）、
東
部
の
県
道
六

嘉
秋
津
新
町
線
に
は
そ
れ
ぞ
れ
定
期
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
交
通
は
比
較
的
便
利
で
あ
り
、
特
に

西
部
は
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

 
 

名
所
旧
跡
と
し
て
は
、
浮
島
熊
野
座
神
社
と
井
寺
古
墳
が
あ
る
。
浮
島
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
浮

島
熊
野
座
神
社
は
、
清
ら
か
な
湧
水
を
た
た
え
た
広
い
池
と
神
域
の
古
木
を
有
し
、
風
光
明
媚

で
、
夏
の
水
泳
場
と
し
て
、
ま
た
四
季
の
釣
場
と
し
て
近
郊
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
国
指

定
史
跡
、
井
寺
古
墳
は
井
寺
の
中
央
の
小
高
い
山
林
の
中
に
あ
り
、
装
飾
古
墳
と
し
て
全
国
で

も
最
も
優
秀
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二 
 

町
名
の
由
来

 
 

昭
和
の
合
併
時
、
六
嘉
村
、
大
島
村
の
伝
統
を
残
し
、
将
来
の
発
展
を
期
す
る
た
め
、
両
村

民
か
ら
の
公
募
に
よ
る
村
名
案
を
参
考
と
し
て
協
議
し
た
結
果
、
六
嘉
の
「
嘉
」
と
大
島
の「
島
」
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の
二
字
を
組
み
合
わ
せ
て
「
嘉
島
村
」
と
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
四
年

の
町
制
施
行
に
よ
り
、
「
嘉
島
町
」
と
な
っ
た
。

 
 

平
成
一
二
年
三
月
に
県
が
策
定
し
た
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
で
は
、
当
地
域
に
つ
い
て
は
、

御
船
町
、
益
城
町
、
甲
佐
町
と
の
四
町
合
併
の
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
叩
き
台
に
四

町
で
の
合
併
検
討
と
な
っ
た
が
、
平
成
一
四
年
五
月
に
益
城
町
が
こ
の
枠
組
み
か
ら
の
離
脱
を

表
明
し
、
残
る
三
町
で
の
検
討
と
な
っ
た
。
同
年
六
月
、
嘉
島
町
長
は
、
こ
の
三
町
で
の
合
併

に
は
拘
ら
な
い
と
の
姿
勢
を
示
し
、
最
終
的
に
は
同
年
八
月
、
合
併
検
討
の
枠
組
み
か
ら
の
離

脱
を
表
明
し
た
。
そ
の
後
、
町
執
行
部
は
、
単
独
で
の
町
政
運
営
を
軸
に
進
む
方
針
を
固
め
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
単
独
町
制
支
持
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
合
併
機
運
は
そ
の
ま
ま

終
息
し
て
い
っ
た
。
（
第
二
編
「
上
益
城
地
域
」
参
照
）

 
 

本
村
地
域
は
、
旧
藩
時
代
は
鯰
手
永
に
属
し
て
い
た
が
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
藩

制
改
革
に
よ
り
、
鯰
手
永
は
鯰
郷
と
改
称
さ
れ
た
。
七
年
の
改
正
大
小
区
制
の
も
と
で
は
、

上
六
嘉
、
下
六
嘉
、
南
六
嘉
、
上
無
田
、
井
寺
、
北
甘
木
、
上
北
甘
木
の
各
村
に
分
れ
て
砥

川
村
な
ど
と
と
も
に
第
四
大
区
第
二
小
区
に
入
っ
た
が
そ
の
後
、
下
六
嘉
村
、
南
六
嘉
村
お

よ
び
上
無
田
村
が
合
併
し
て
下
六
嘉
村
と
な
り
、
北
甘
木
村
と
上
北
甘
木
村
が
合
併
し
て
北

甘
木
村
と
な
っ
た
。
一
二
年
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
上
六
嘉
、
下
六
嘉
、
井
寺
、

北
甘
木
の
四
か
村
は
同
一
行
政
区
域
と
な
っ
た
。
一
七
年
の
改
正
の
際
も
行
政
区
域
に
変
更

は
な
く
、
二
二
年
町
村
制
の
施
行
に
と
も
な
い
四
か
村
が
合
併
六
嘉
村
と
な
っ
た
。

 
 

本
村
地
域
は
、
旧
藩
時
代
は
鯰
手
永
に
属
し
て
い
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正

大
小
区
制
の
も
と
で
は
、
鯰
、
西
鯰
、
下
鯰
、
上
仲
間
、
下
仲
間
、
大
淵
、
上
島
、
西
上
島

の
各
村
に
分
れ
て
第
四
大
区
第
一
小
区
に
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
鯰
、
西
鯰
、
下
鯰
の
各

村
が
合
併
し
て
鯰
村
と
な
り
、
上
島
、
西
上
島
の
両
村
が
合
併
し
て
上
島
と
な
っ
た
。
一
二

年
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、
鯰
村
と
上
島
村
は
二
か
村
で
、
上
仲
間
村
お
よ
び
大

淵
村
は
三
か
村
で
そ
れ
ぞ
れ
の
一
行
政
区
域
を
な
し
た
。
さ
ら
に
、
一
七
年
の
行
政
区
域
の

変
更
に
よ
り
、
鯰
、
上
仲
間
、
下
仲
間
、
大
淵
の
四
か
村
が
同
一
行
政
区
域
と
な
り
、
上
島

村
は
小
坂
村
な
ど
と
と
も
に
一
行
政
区
域
を
な
し
た
。
そ
の
後
、
二
二
年
町
村
制
施
行
に
と

も
な
い
、
鯰
村
な
ど
上
仲
間
村
列
の
四
か
村
が
合
併
し
て
大
川
村
と
な
り
、
上
島
村
は
独
立

村
と
な
っ
た
が
三
八
年
大
川
村
と
上
島
村
が
合
併
し
て
大
島
村
と
な
っ
た
。

 
 

町
村
合
併
促
進
法
の
制
定
以
来
、
上
益
城
郡
の
西
部
旧
鯰
郷
六
か
村
（
六
嘉
村
、
大
島
村
、

豊
秋
列
村
、
高
木
村
）
で
は
合
併
の
協
議
を
進
め
て
い
た
が
、
の
ち
豊
秋
列
村
と
高
木
村
が
御

三 
 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

１ 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

（
二
）
大
島
村

（
一
） 

 

六
嘉
村

六

嘉

村

大

島

村

井

寺

村

上

六

嘉

村

下

六

嘉

村

北

甘

木

村

六

嘉

村

六

嘉

村

嘉

島

村

嘉

島

町

嘉

島

町

（
昭
三
〇
・
一
・
一

新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一

新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一

新
設
）

（
明
三
八
・
一
〇
・
一

新
設
）

（
昭
四
四
・
二
・
一

町
制
施
行
）

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

ま
で

終

戦

時

鯰

村

上

中

間

村

下

中

間

村

大

淵

村

上

島

村

大

川

村

大

島

村

大

島

村
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船
町
へ
の
合
併
を
決
定
し
た
の
で
、
六
嘉
、
大
島
の
二
か
村
が
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
九

年
九
月
二
〇
日
両
村
の
合
併
促
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
合
併
に
関
す
る
基
本
的
事
項
、
事
務

処
理
の
方
法
、
新
村
の
建
設
計
画
案
を
協
議
し
て
い
っ
た
。 

な
お
、
六
嘉
村
と
大
島
村
で
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
六
・
三
制
の
中
学
校
を
両
村

の
中
央
部
に
組
合
立
で
設
置
し
て
い
た
の
で
、
合
併
の
気
運
も
急
速
に
盛
り
上
が
り
、
昭
和
三

〇
年
一
月
一
日
何
一
つ
の
問
題
も
な
く
合
併
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
四
年
二
月
一
日
町
制
を

施
行
し
嘉
島
町
と
な
っ
た
。 

 

３ 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項 

（
一
） 

合
併
の
時
期 

 

昭
和
三
〇
年
一
月
一
日
と
す
る
。 

（
二
） 

議
会
議
員
の
任
期 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
村
合
併
の
際
、
合
併
関
係

町
の
議
会
の
議
員
で
、
新
村
の
議
会
の
議
員
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
者
は
、
昭

和
三
〇
年
二
月
二
八
日
ま
で
引
き
続
き
新
村
の
議
会
の
議
員
と
し
て
在
任
す
る
も
の
と
す

る
。 

（
三
） 

議
会
議
員
の
選
挙
区 

公
職
選
挙
法
第
一
五
条
第
五
項
の
規
定
を
適
用
し
、
村
合
併
に
お
い
て
最
初
に
執
行
す
る

一
般
選
挙
に
つ
い
て
は
、
選
挙
区
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

（
四
） 

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
任
期
お
よ
び
定
数 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
村
の
農
業
委
員
会

の
委
員
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
者
は
、
そ
の
定
数
を
二
二
人
と
し
、
任
期
を
昭

和
三
〇
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
延
長
し
、
引
き
続
き
嘉
島
村
の
農
業
委
員
会
の
委
員
と
し
て

在
任
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
五
） 

教
育
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
任
期
お
よ
び
定
数 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
村
合
併
の
際
、
合
併

関
係
村
の
教
育
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
で
、
新
村
の
教
育
委
員
会
の
委
員
の
被
選
挙
権

を
有
す
る
こ
と
と
な
る
者
は
、
そ
の
互
選
に
よ
る
委
員
の
定
数
を
四
人
と
し
、
そ
の
任
期
を

昭
和
三
〇
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
延
長
し
、
引
き
続
き
嘉
島
村
の
教
育
委
員
会
の
委
員
と
し

て
在
任
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
六
） 

合
併
関
係
村
の
職
員
の
身
分
取
扱
い 

１ 

町
村
合
併
促
進
法
第
二
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
村
合
併
の
際
、
現
に
そ
の
職
に
あ
る

合
併
関
係
村
の
一
般
職
の
職
員
は
引
き
続
き
新
村
の
職
員
と
し
て
身
分
を
保
有
せ
し
め
、

職
員
の
勤
続
年
数
は
こ
れ
を
継
承
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

特
別
職
の
職
員
は
、
合
併
関
係
村
に
お
い
て
、
功
労
金
（
退
職
手
当
）
を
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。 

３ 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
合
併
村
間
の
不
均
衡
を
調
整
し
、
そ
の
他
の
身

分
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
一
般
職
の
職
員
の
す
べ
て
を
通
じ
て
公
正
に
処
理
す
る
。 

４ 

一
般
職
の
職
員
の
退
職
手
当
は
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
普
通
退
職
手
当
の
額
に
次
に

掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。 

ア 

昭
和
三
〇
年
一
月
一
日
に
退
職
の
申
し
出
を
し
た
者 

一
〇
〇
分
の
二
五
〇 

イ 

昭
和
三
〇
年
六
月
三
〇
日
に
退
職
の
申
し
出
を
し
た
者 

一
〇
〇
分
の
一
五
〇 

ウ 

昭
和
三
〇
年
一
二
月
三
一
日
に
退
職
の
申
し
出
を
し
た
者 

一
〇
〇
分
の
一
二
五 

（
七
） 

助
役
の
定
数 

 

一
人
と
す
る
。 

（
八
） 

部
落
嘱
託
員
の
設
置 

合
併
関
係
村
の
嘱
託
員
は
、
こ
れ
を
現
在
の
ま
ま
存
置
し
一
八
人
と
す
る
。 

（
九
） 

行
政
財
産
、
一
般
基
本
財
産
お
よ
び
負
債
の
帰
属
処
分 

１ 

行
政
財
産
は
い
っ
さ
い
新
村
に
引
き
継
ぐ
。 

２ 

一
般
基
本
財
産
は
い
っ
さ
い
新
村
に
引
き
継
ぐ
。 

３ 

負
債
（
一
時
借
入
金
を
除
く
）
は
全
額
新
村
に
引
き
継
ぐ
。 

（
一
〇
） 

消
防
団
の
統
合 

 

消
防
団
は
統
合
し
、
団
長
一
人
、
副
団
長
三
人
と
す
る
。 

（
一
一
） 

村
民
税
の
賦
課
率 

 

均
一
賦
課
と
し
標
準
税
率
以
上
と
す
る
。 

（
一
二
） 

村
税
の
滞
納
整
理 

合
併
関
係
村
の
村
税
で
、
収
入
未
済
分
は
、
村
合
併
前
日
ま
で
調
定
額
の
八
割
以
上
徴
収

整
理
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
一
三
）

 

大
字
お
よ
び
字
の
名
称 

合
併
関
係
村
の
大
字
お
よ
び
字
は
現
在
の
ま
ま
と
す
る
。
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４ 
 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

５ 
 

合
併
時
の
関
係
村
の
現
況
表

長

助

役

収

入

役

議

長

副

議

長

村

名

六

嘉

村

大

島

村

大
久
保

豊

宮
田

敏
雅

上
村

鉄
雄

稲
田

満
穂

田
中

巌

山
中

豊

前
田

弘
之

宮
田

鉄
男

中
村

繁
雄

荒
木

顕
聖

区

分

都
市
的

業

態

そ
の
他

の
業
態

人人人人
人

人
戸人

平
方
粁

商

工

業

そ

の

他

そ

の

他

計計

農

業

官

公

署

中
学
校
以

中

学

校

人

口

戸

数

面

積

業

態

生

業

の
割
合

一六

七
、
六
八
九

一
、
二
三
七

六
、
四
五
二

一
、
四
六
〇

一
七
・
三
九

五
一
五

九
四
五

八
一
〇

一
九
五

六
一
五

六
五
〇

三
二
〇

三
三
〇

一
、
六
五
三

八
三
六

八
一
五

九
、
〇
二
二

一三

三
、
七
五
三

六
二
八

三
、
一
二
五

八
・
四
〇

四
、
五
三
六

―

三

三
、
九
三
六

五
〇
九

三
、
三
二
七

八
・
九
九

四
、
四
八
六

嘉

島

村

六

嘉

村

大

島

村

合

併

村

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

上
の
学
校

高

等

学

校

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、工
場
、事
業
場(

資
本
金
五
百
万
円
以
上)

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他

計

二
〇
五

一
二
九

二
六

一
六
七

一
二

―

三
七
、
〇
七
一

―

八
九
七

二
、
三
〇
三

―

一
九

一
〇
六四

―

二
〇
、
二
〇
五

― ―

一
、
三
七
一

四
九
六

三
八
四

七
六七

六
一八

―

一
七
、
〇
一
三

―

九
三
〇

―
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